
第６１９号 ２０２２年（令和４年）１０月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （4）

　
秋
期
の
留
学
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
始
ま
り
、
９
月
26
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
講
式
が
行
わ
れ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
語
学
習
を

希
望
す
る
外
国
人
を
対
象
に
し
た

「
秋
期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）」
と
、
国
際
交
流

協
定
校
の
学
生
を
対
象
に
し
た
「
日

本
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｃ
Ｌ
）」。

Ｊ
Ｌ
Ｃ
で
は
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

日
本
語
の
学
習
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
日
本
文
化
を
体
験
す
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｌ

で
は
、
日
本
語
や
日
本
の
文
化
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
。
12
月
16
日

ま
で
国
際
交
流
会
館
に
滞
在
す
る
。

　
今
回
は
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
タ
イ
、
韓
国
の
学

生
15
人
と
、
特
例
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
日
本
に
避
難
し
て
い
る
一
般

の
方
１
人
が
参
加
。
本
学
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
避
難
民
支
援
と
し
て
、
参
加
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
料
や
滞
在
費
な
ど

を
免
除
す
る
。

２
年
半
ぶ
り
に
再
開

寮
内
留
学

　
こ
れ
に
先
立
ち
９
月
２
日
、
国
際

交
流
会
館
で
専
大
生
が
留
学
生
と
生

活
す
る
「
寮
内
留
学
」
が
２
年
半
ぶ

り
に
再
開
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
入
寮
生
を
通
常
の
３
分
の
１

の
５
人
と
し
、
１
人
部
屋
で
の
生
活

に
な
る
。寮
生
で
あ
る
レ
ジ
デ
ン
ト
・

パ
ー
ト
ナ
ー
（
Ｒ
Ｐ
）
は
「
留
学
生

と
過
ご
す
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
を
学
び
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
寮
内
留
学
は
、
約
半
年
間
、
短
期

留
学
生
や
交
換
留
学
生
ら
と
共
働
生

活
を
行
い
、
留
学
生

の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ

て
異
文
化
理
解
や
、

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
２
０
２
０
、
21
年

度
は
中
止
さ
れ
て
い

た
。

　
今
年
度
後
期
の
寮

内
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
筆
記
試
験
と
面

接
で
選
ば
れ
た
法
、

商
、
文
、
ネ
ッ
ト
情

報
、
人
間
科
学
の
各

学
部
１
、
２
年
次
生
５
人
が
参
加
。

事
前
研
修
と
し
て
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
や
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
語
学
力

と
異
文
化
理
解
の
基
礎
を
学
び
、
来

年
３
月
２
日
ま
で
、
来
日
す
る
短
期

留
学
生
ら
と
生
活
を
と
も
に
す
る
。

　
専
修
大
学
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
外
国
語
や
異
文
化
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
お
り
、
海

外
に
渡
航
す
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
加
え
、
日
本
に
い
な
が
ら

参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
は
新
た
に
「
東
南

ア
ジ
ア
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
」
を
開
講
し
、
９

月
５
〜
15
日
に
研
修
を
行
い
、

24
日
に
は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

成
果
発
表
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
著
し

い
経
済
発
展
を
遂
げ
る
東
南
ア

ジ
ア
圏
（
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
）
の

社
会
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
今
回
は
国
際
交
流
協
定

校
の
タ
イ
商
工
会
議
所
大
学
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
つ
な
が
り
、

経
済
、
経
営
、
商
、
文
、
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
各
学

部
の
１
〜
３
年
次
生
５
人
が
タ

イ
語
に
加
え
、
タ
イ
の
歴
史
や

文
化
、
経
済
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
成
果
報
告
会
で
は
、
各
自
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
感
想
を
発
表
し

た
。
植
田
莉
央
さ
ん
（
商
３
）

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
な

ど
、
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
自
分
の
英
語
の
上
達

も
実
感
で
き
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
高
橋
あ
か
ね
さ
ん
（
経
済

１
）
は
「
タ
イ
の
学
生
は
、
社

会
の
課
題
や
問
題
に
対
し
て
し

っ
か
り
と
し
た
自
分
の
意
見
を

持
っ
て
い
た
。
私
も
自
信
を
持

っ
て
発
言
で
き
る
よ
う
に
、
今

後
の
大
学
生
活
で
努
力
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
「
活
躍
す
る
先
輩
の
話
を

聞
こ
う
！
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
仕
事
を
知
る
真
夏
の
セ

ミ
ナ
ー
」
が
８
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
。

　
本
学
の
卒
業
生
に
は
、
第

一
線
で
活
躍
す
る
新
聞
記
者

や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
多
く
、

セ
ミ
ナ
ー
は
そ
う
し
た
仕
事

に
関
心
を
持
つ
学
生
た
ち
の

た
め
に
企
画
さ
れ
た
。
澤
康

臣
教
授
が
進
行
役
を
務
め
、

放
送
局
や
新
聞
社
で
働
く
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
講
演
、
内

定
を
得
た
４
年
次
生
に
よ
る

就
活
体
験
の
報
告
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　
講
演
で
は
、
沖
縄
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
林
美
沙

希
さ
ん
（
平
28
文
）
と
読
売

新
聞
記
者
の
山
﨑
至
河
さ
ん

（
令
４
文
）
が
仕
事
の
内
容

や
心
構
え
、
や
り
が
い
な
ど

に
つ
い
て
話
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ス

制
作
の
流
れ
を
紹
介
し
た
う

え
で
、「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
を
最
終
的
に
視
聴
者
に
伝

え
る
ア
ン
カ
ー
マ
ン
で
あ

り
、
大
き
な
責
任
が
伴
う
」

と
説
明
。
２
０
１
９
年
10
月

に
発
生
し
た
首
里
城
火
災
で

は
現
場
リ
ポ
ー
ト
を
務
め
、

「
報
道
の
役
割
を
再
確
認
し

た

現

場

で

あ

り
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
人
生
に
お

い
て
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン

ト

に

な

っ

た
」
と
振
り
返

っ
た
。

　
入
社
１
年
目

で
現
在
は
長
野

支
局
に
勤
め
る

山
﨑
さ
ん
は
、

「
記
事
を
書
い

て
掲
載
す
る
こ

と
で
、
歴
史
の

一
部
を
記
録
し

て
い
る
」
と
や

り
が
い
を
語
っ

た
。
警
察
担
当

と
し
て
奮
闘
す

る
一
方
、
美
術
館
な
ど
文
化

的
な
取
材
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
と
い
い
、「
履
修
し

た
博
物
館
学
な
ど
、
大
学
で

の
学
び
が
仕
事
に
役
立
っ
て

い
る
」
と
話
し
た
。

　
続
い
て
、
新
聞
社
や
放
送

局
、
番
組
制
作
会
社
の
内
定

を
得
た
４
年
次
生
３
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
就
活
体
験
を
語
っ

た
。「
新
聞
は
紙
で
購
読
す
る

の
が
お
す
す
め
。
記
事
を
ス

ク
ラ
ッ
プ
し
て
感
想
を
メ
モ

す
る
こ
と
で
、
各
社
の
特
徴

が
見
え
て
く
る
」「
志
望
す

る
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
以
外

も
受
け
て
み
る
こ
と
で
新
た

な
発
見
が
あ
る
」
な
ど
具
体

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
山
田
健
太
教
授
は
、「
多

く
の
先
輩
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
や
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で
活

躍
し
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
専
大
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
学
ん
で
い
る
こ
と
に
自

信
を
持
っ
て
将
来
の
進
路
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

国際交流が本格化
秋
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
と
講
師
陣

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
と
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
研
究
機
構
は
７
月
30
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
戦
争
報
道
の
価
値

と
難
し
さ
〜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
取

材
・
報
道
を
通
じ
て
考
え

る
」
を
開
催
し
た
。

　
学
生
や
一
般
の
方
ら
約
２

０
０
人
が
聴
講
す
る
な
か
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
綿
井
健

陽
さ
ん
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
中
東
支
局

長
の
須
賀
川
拓
さ
ん
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
撮
影
し
た
映
像

を
映
し
な
が
ら
、
今
現
地
で

起
き
て
い
る
こ
と
、
戦
争
報

道
の
意
義
や
難
し
さ
な
ど
に

つ
い
て
話
し
た
。

　
須
賀
川
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ

ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
な

ど
の
紛
争
地
帯
で
取
材
を
続

け
て
き
た
。
戦
争
取
材
は
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
記
者
に
頼
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
は
、
入
念
な
準
備

の
後
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
各
支
局
が

連
携
し
て
取
材
す
る
体
制
が

取
ら
れ
た
と
、
大
手
メ
デ
ィ

ア
の
変
化
を
説
明
し
た
。

　
須
賀
川
さ
ん
は
「
ど
こ
の

誰
の
た
め
の
報
道
か
を
常
に

自
分
に
問
い
か
け
て
い
る
。

現
地
の
人
た
ち
に
支
援
が
届

き
、
一
人
で
も
多
く
の
難
民

が
救
わ
れ
、
一
つ
で
も
紛
争

が
な
く
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
、
報
道
の
役
割

を
語
っ
た
。

　
綿
井
さ
ん
は
１
９
９
０
年

代
後
半
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
活
動
を
始
め
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
戦

争
な
ど
の
実
態
を
伝
え
続
け

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ブ

チ
ャ
に
は
、
虐
殺
行
為
の
取

材
の
た
め
に
世
界
中
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
訪
れ
た
。
そ
の

様
子
を
綿
井
さ
ん
自
身
が
撮

影
し
、
レ
ポ
ー
ト
し
た
動
画

を
会
場
で
流
し
た
。「
現
在
は

世
界
中
の
人
が
ス
マ
ホ
で
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
で
き

る
時
代
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
日
本
人
記
者
が
日
本
語
で

伝
え
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
」
と
強
調
。
ま
た
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
か

ら
、
戦
争
取
材
に
か
か
る
多

額
の
費
用
、
安
全
の
確
保
、

放
映
の
機
会
の
有
無
な
ど
と

い
っ
た
課
題
に
も
触
れ
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
専
修

Ｊ
『
表
現
の
自
由
』
を
考
え

る
連
続
講
座
」
の
３
回
目
。

初
回（
７
月
２
日
）は
メ
デ
ィ

ア
総
合
研
究
所
事
務
局
長
・

岩
崎
貞
明
さ
ん
が
「
攻
め
て

守
る
表
現
の
自
由
〜
『
表
現

の
不
自
由
展
　
東
京
２
０

２
２
』」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
16
日
に
は
弁
護
士
の
宮

下
萌
さ
ん
が
「
ネ
ッ
ト
ヘ
イ

ト
に
焦
点
を
当
て
て
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
毎
回
、
山
田
健
太
文
学
部

教
授
が
司
会
を
務
め
た
。

戦争報道について考えたシンポジウム

歓
迎
会
で
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
交
流
す
る

留
学
生
と
日
本
人
学
生

９
月
26
日

ウ
ク
ラ
イ
ナ
現
地
取
材
か
ら

戦
争
報
道
の
意
義
を
考
え
る

専
修
Ｊ
「
表
現
の
自
由
」を
考
え
る
連
続
講
座

初
開
催 

タ
イ
の
魅
力
に
触
れ
る

東
南
ア
ジ
ア・オ
ン
ラ
イ
ン・ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

秋
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト

16
人
が
日
本
語
学
ぶ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
も

首里城火災での現地リポートを振り返る小林さん

先輩ジャーナリストが
仕事のやりがいを語る

オンラインセミナー

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
成
果
を

報
告
す
る
学
生




